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研究成果の概要（和文）：琉球列島への先史人類の移動と適応を探るため、古くからヒトの食料として運搬され
たイノシシとブタのDNA解析を行った。
野生イノシシである現生リュウキュウイノシシのDNA解析の結果、生息する全ての島の個体が遺伝的に近縁で、
同一の母集団に由来する事が示された。さらに、リュウキュウイノシシの配列タイプの出現頻度が生息地域によ
って異なる事も判明し、集団内で地理的隔離が生じている可能性も示唆された。先史遺跡から出土したイノシシ
属の古代DNA解析では、現生リュウキュウイノシシとは異なる遺伝的特徴を持つ個体が確認されており、先史時
代の琉球列島へ外部からイノシシ・家畜ブタが運搬されていた様子が窺えた。

研究成果の概要（英文）：To understand prehistoric human movement and adaptation to the Ryukyu 
islands, DNA analyses of Sus scrofa, often transported by human as a food resource, were carried 
out.
  Phylogenetic studies of modern Ryukyu wild boar (RWB) samples from all present habitats show that 
all the individuals analyzed are genetically close to each other. This result suggests that modern 
RWB is derived from a single unique population. Furthermore, it was revealed that the frequency of 
sequence type of RWB varies by locality. This result implies that the genetic structure of RWB 
populations is considerably affected by their prolonged geographical isolation from each other. 
Ancient DNA analysis revealed that some Sus samples from prehistoric sites in the Ryukyu had 
different genetic characteristics from the modern RWB. In light of this result, it was suggested 
that Sus with different genetic background from modern RWB was introduced to the Ryukyu Islands 
during prehistoric times.

研究分野： 動物考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
琉球列島へヒトが「いつ、どこから、どのように」やって来たかについては不明瞭な点が多い。本研究はヒトの
琉球列島への移動と適応を探るために「食料の運搬」に着目し、古くからヒトに運搬される事が多かったイノシ
シやブタのDNA解析を現生資料と遺跡出土資料について実施した。この結果、琉球列島の野生イノシシ（リュウ
キュウイノシシ）とは異なる遺伝的特徴を持つ個体が先史遺跡から検出された。解析結果は先史時代にヒトがイ
ノシシやブタを琉球列島へ外部地域から運搬していた事を示すものであり、文献だけでは知り得ない人類史を探
る新知見を得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ヒトは広範囲へ移動し様々な環境に適応した生物である。特に、周囲を海に囲まれ、大陸部よ

り資源の乏しい「島」への移動と適応には多様な技術の工夫が必要であり、島の人類史はヒトの
生存戦略を探るうえで重要である。本研究では琉球列島を対象に、現生および先史遺跡から出土
したイノシシとブタ（以下イノシシ属）資料の DNA 解析を行い、ヒトがイノシシ属を携えて移
動・交流した様子を探った。 
文献では、琉球列島への最古のイノシシ属の運搬は 14 世紀が最古である。しかし先行研究に

より、14 世紀より古い先史時代にヒトがイノシシ属を運搬していた可能性が浮上した。しかし
（1）琉球列島の現生資料および遺跡出土資料の解析事例数が少ないため、その実態は不明瞭で
あった。また（2）周辺諸地域での解析事例も少なく、運搬の起源地域や経路、その時期につい
ては明らかにされていなかった。 
 
２．研究の目的 
先史人類が琉球列島を移動した時期や経路を探り、ヒトの島への適応を考察する事が目的で

ある。現生・遺跡出土のイノシシ属から抽出した DNA の解析を通じ、どの時代・地域のイノシ
シ属の遺伝的特徴が共通するか確認する。解析結果に遺物の情報などの様々な分野の知見を合
わせることで、先史人類の移動や適応を探る。具体的には以下の 3 点を行った。 
 
（1）琉球列島の野生イノシシ集団の来歴の検討：現生リュウキュウイノシシの DNA 解析 
 
（2）先史時代の琉球列島でのイノシシ属運搬の検証：琉球列島の遺跡出土資料の DNA 解析 
 
（3）運搬時期や経路の検証：琉球列島の周辺諸地域の遺跡出土資料の DNA 解析 
 
３．研究の方法 
（1）現生リュウキュウイノシシの DNA 解析 
 野外調査と国内研究機関でのサンプリングによりリュウキュウイノシシの骨・肉片試料を採
集した。ミトコンドリア（mt）DNA と核 DNA を対象に集団が持つ遺伝的特徴を確認した。 
 
（2）琉球列島の遺跡出土資料の DNA 解析 
 野外調査と国内研究機関でのサンプリングにより、琉球列島の先史遺跡から出土したイノシ
シ属の骨を採集した。骨から DNA を抽出し、主に mtDNA を対象に DNA 解析を行った。解析結果に
上述（1）の結果を合わせることで、野生イノシシとは考えられない（=ヒトの外部導入による可
能性のある）個体が存在するか確認した。 
 
（3）周辺諸地域の資料の解析 
 国内外の研究機関で採集した遺跡出土資料を DNA 解析し、イノシシ属の運搬経路の検証を試
みた。 
 
４．研究成果 
（1）現生リュウキュウイノシシの DNA 解析 
 奄美大島・徳之島・沖縄島・石垣島で野外調査と研究機関でのサンプリングを行った。過去に
採集した DNA 試料と合わせることで、リュウキュウイノシシが生息する全ての島の個体の試料
を揃えた。DNA 解析の結果、現生リュウキュウイノシシは全ての島の個体が遺伝的に近く、同
一の系統に由来すると考えられた。また、配列タイプの出現頻度が生息する地域によって異なる
事も判明し、地理的隔離の影響が集団内で生じている様子が示された（図）。 
また、徳之島では家畜ブタ由来の遺伝的特徴を持つ個体が検出され、家畜ブタから野生集団へ

の遺伝子流入が生じている事も判明した。 
 
（2）琉球列島の遺跡出土資料の DNA 解析 
 まず、ブタの存在が有力視される有史時代の遺跡（沖縄島、15-16 世紀）で解析を行った。全
22 点のうち 19 点で PCR 増幅や塩基配列決定に成功し、その大半が現生リュウキュウイノシシ
とは異なる特徴を持っていた。解析結果から有史時代に家畜ブタが沖縄島で利用されていた事
が DNA 解析で明らかにできたほか、家畜ブタが存在した場合に集団の遺伝的特徴がどのように
変化するかも確認できた。 
続いて奄美大島、徳之島、石垣島、宮古島の先史遺跡から出土したイノシシ属の骨の DNA 解

析を行った。大部分は DNA の保存状態が悪かったが、一部の資料で PCR 増幅に成功した。こ
れらの資料と過去に得た情報を利用した分子系統解析の結果、リュウキュウイノシシとは遺伝
的に異なる系統の個体が複数検出された（図）。 
（1）の成果や有史時代の資料の解析結果と照らし合わせると、別系統に属す個体は先史人類に
よるイノシシ属運搬に由来する可能性がある。また同位体分析の先行研究や考古学などの複数
の知見を融合すると、運搬経路が複数あった可能性も考えられた。 
 



（3）周辺諸地域の資料の解析 
 ベトナムやミクロネシアの先史遺跡から出土した骨の DNA 解析や、過去に扱った資料の再解
析を行った。解析を複数回繰り返したが保存状態が著しく悪く、多くの資料で DNA 情報を得る
事ができなかった。一部の資料で断片的な遺伝情報を得る事ができたが、(1)や(2)で得た琉球列
島の資料の DNA 情報との関連性は低く、琉球列島のヒトの移動を直接的に比較できなかった。 
 
 本研究では DNA 情報を得られなかった資料も多かった。しかし今後の技術向上により、抽出
済みの DNA 溶液から必要な情報を再取得する手法が開発されることは間違いない。遺跡出土の
骨に残存する DNA は出土後の骨の保管によっては急激に劣化する。本研究を通じて抽出した
DNA 溶液はこの劣化の要因を避けて保管できるため、今後の再解析で有効に活用される事が約
束される。 
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